
在
地
主
の
割
合
は
28
・
３
％
。　

③
昨
年
度

は
33
件
、47
筆
、６
万
３
千
１
３
０
㎡
で
あ

っ
た
。農
業
委
員
な
ど
に
よ
る
農
地
の
貸
し

手
と
借
り
手
の
調
整
や
広
報
紙
、農
林
だ
よ

り
に
農
地
の
貸
し
借
り
を
掲
載
し
て
い
る
。

市
長　

⑤
地
産
地
消
の
推
進
や
生
産
者
と
消

費
者
の
交
流
の
場
な
ど
農
業
の
振
興
発
展
に

寄
与
し
、地
域
の
振
興
発
展
に
つ
な
が
る
と

考
え
、積
極
的
に
支
援
協
力
し
て
い
き
た
い
。

◆
成
果
、教
育
の
観
点
、今
後
の
方
針

①
姉
妹
都
市
、友
好
都
市
の
成
果
は
。　

②
市

民
同
士
の
自
発
的
な
交
流
が
理
想
的
だ
が
、

把
握
し
て
い
る
事
例
は
。　

③
小
・
中
学
校
の

宿
泊
学
習
と
し
て
、津
南
町
の
利
用
状
況
は
。

④
市
民
参
加
の
国
際
交
流
に
つ
い
て
ど
う
考

え
る
か
。市
民
へ
目
線
を
向
け
た
交
流
が
継

続
さ
れ
る
よ
う
願
っ
て
い
る
。

市
民
部
長　

①
市
民
主
体
の
交
流
事
業
が
展

開
さ
れ
、市
民
レ
ベ
ル
の
交
流
が
図
ら
れ
た

こ
と
が
評
価
で
き
る
。　

②
市
が
補
助
金
を

交
付
し
て
い
る
事
業
、国
際
交
流
協
会
が
実

施
す
る
事
業
。　

④
国
際
交
流
協
会
と
連
携

し
、市
民
主
体
の
異
文
化
交
流
、相
互
交
流
に

努
め
て
き
た
。今
後
も
市
民
の
国
際
感
覚
の

醸
成
を
図
る
た
め
事
業
を
支
援
し
て
い
く
。

学
校
教
育
部
長　

③
狭
山
台
南
小
学
校
、狭

山
台
北
小
学
校
、堀
兼
中
学
校
の
３
校
。

◆
農
地
法
改
正
に
関
す
る
現
状
と
課
題

①
農
業
生
産
物
の
状
況
は
。　

②
耕
作
放
棄

地
の
現
状
と
対
策
に
つ
い
て
、不
在
地
主
の

割
合
を
含
め
て
説
明
願
い
た
い
。　

③
農
業

委
員
会
で
は
、農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法

で
農
用
地
利
用
集
積
計
画
を
定
め
、貸
し
借

り
や
売
買
を
手
伝
っ
て
い
る
が
、扱
っ
た
件

数
や
面
積
、活
動
内
容
は
。　

④
過
去
５
年
間

の
他
業
種
か
ら
の
新
規
就
農
者
は
何
人
か
。

新
規
参
入
者
の
受
け
入
れ
体
制
の
整
備
に
つ

い
て
の
見
解
は
。　

⑤
東
京
狭
山
線
に
農
産

物
直
売
所
を
設
置
す
る
よ
う
各
方
面
に
働
き

か
け
を
。　

⑥
農
地
法
改
正
が
今
後
に
与
え

る
影
響
を
ど
う
考
え
る
か
。農
業
の
変
換
期

を
迎
え
、地
域
全
体
に
利
益
を
も
た
ら
す
農

産
物
直
売
所
の
実
現
を
期
待
し
て
い
る
。

市
民
部
長　

①
昨
年
度
は
、１
位
が
里
芋
で

２
千
37
㌧
、以
下
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
９
２
１
㌧
、

水
菜
６
０
９
㌧
で
あ
る
。　

④
昨
年
度
に
１

名
で
あ
っ
た
。受
け
入
れ
は
、農
業
委
員
会
や

Ｊ
Ａ
い
る
ま
野
な
ど
で
新
規
就
農
者
確
保
対

策
委
員
会
を
設
け
て
い
る
。　

⑥
地
域
農
業

の
振
興
発
展
か
ら
、地
域
農
業
者
の
理
解
と

協
力
を
得
て
法
人
な
ど
の
参
入
を
進
め
た
い
。

農
業
委
員
会
会
長　

②
今
年
度
は
13
万
４
千

９
３
６
㎡
、所
有
者
に
文
書
指
導
し
た
。不

の
各
種
証
明
書
の
発
行
な
ど
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

総
合
政
策
部
長　

①
情
報
化
基
本
計
画
を
策

定
し
て
お
り
、ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
検
討
専

門
部
会
で
窓
口
の
集
約
化
を
検
討
し
て
い
る
。

３
月
に
実
施
し
た
調
査
で
は
、待
ち
時
間
、

職
員
の
態
度
な
ど
５
項
目
に
５
段
階
評
価
で
、

平
均
４
・
10
ポ
イ
ン
ト
の
結
果
が
得
ら
れ
、

昨
年
と
比
べ
て
０
・
03
ポ
イ
ン
ト
下
回
っ
た
。

結
果
は
、広
報
紙
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表

し
、意
見
な
ど
は
関
係
課
に
通
知
し
、改
善

策
を
検
討
し
て
窓
口
業
務
に
生
か
し
て
い
る
。

市
民
部
長　

②
西
口
公
益
施
設
の
利
便
性
な

ど
を
考
慮
し
、土
・
日
曜
日
の
い
ず
れ
か
で

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

◆
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
導
入
に
つ
い
て

　

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
は
大
い
に
寄
与

で
き
る
が
、市
民
と
市
職
員
と
の
接
点
が
減

少
し
市
民
改
革
と
の
乖
離
が
懸
念
さ
れ
る
。

情
報
化
計
画
と
の
兼
ね
合
い
も
含
め
、現
時

点
で
の
検
討
状
況
は
。

総
合
政
策
部
長　

情
報
化
基
本
計
画
を
策
定

す
る
中
で
、ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
一

形
態
と
し
て
検
討
し
て
お
り
、本
年
度
中
に

は
今
後
の
方
向
性
を
明
確
化
し
た
い
。

◆
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ(

報
奨)

予
算
制
度
の

導
入
に
つ
い
て

①
制
度
導
入
に
当
た
っ
て
の
検
討
状
況
と
基

本
的
な
考
え
方
と
し
て
重
要
な
点
は
。　

②

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
配
分
方
法
と
付
与
す
る

充
当
先
の
考
え
方
は
。　

③
事
務
事
業
の
対

象
範
囲
と
提
案
に
対
す
る
評
価
の
仕
組
み
の

考
え
方
は
。

総
合
政
策
部
長　

①
有
料
広
告
に
係
る
収
入

を
対
象
に
実
施
し
た
。本
格
導
入
に
向
け
対

象
の
拡
大
な
ど
検
討
す
る
。職
員
に
コ
ス
ト

削
減
や
創
意
工
夫
の
意
識
を
持
た
せ
る
こ
と

で
、歳
入
増
加
や
歳
出
削
減
に
な
る
と
考
え

る
。　

②
捻
出
さ
れ
た
財
源
の
２
分
の
１
程

度
を
配
分
し
、活
用
は
部
の
裁
量
に
委
ね
る
。

③
効
果
が
具
体
的
に
把
握
で
き
る
も
の
が
対

象
で
、先
進
性
、継
続
性
、難
易
度
、効
果
、達

成
度
な
ど
の
基
準
を
作
成
し
、評
価
す
る
。

◆
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
推
進
と
住
民
票

な
ど
の
交
付
機
会
の
拡
大
に
つ
い
て

①
手
続
き
窓
口
の
集
約
化
の
シ
ス
テ
ム
見
直

し
状
況
と
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
基
づ
く
窓
口

業
務
の
改
善
状
況
、市
民
満
足
度
の
状
況
は
。

②
狭
山
市
駅
西
口
公
益
施
設
内
に
新
た
に
で

き
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
は
、駅
前
の

利
便
性
も
考
慮
し
、土
曜
日
、休
日
や
夜
間

町　

田　

昌　

弘　

議
員

（
志　

政　

会
）

農
業
政
策
と

姉
妹
都
市
・
友
好
都
市

駅
前
地
区
セ
ン
タ
ー
の

土
・
休
日
開
館
を

栗　

原　
　

武　
　

議
員

（
未
来
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

窓口サービスの向上を

（ 10 ）



◆
用
水
路
の
管
理
に
つ
い
て

　

昨
年
市
長
が
答
弁
さ
れ
た
点
が
ど
の
よ
う

に
進
ん
だ
か
。

①
「
用
水
路
の
維
持
管
理
や
改
修
等
の
あ
り

方
に
つ
い
て
の
研
究
」の
到
達
点
は
。　

②

「
用
水
路
の
管
理
の
上
で
地
区
セ
ン
タ
ー
、

ま
ち
づ
く
り
推
進
会
議
、自
治
会
な
ど
と
の

連
携
」の
到
達
点
は
。　

③
用
水
路
の
除
草

に
つ
い
て
。年
に
２
回
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

が
激
減
し
て
い
る
。２
０
０
３
年
度
は
47
カ

所
の
う
ち
13
カ
所
で
２
回
の
除
草
、と
こ
ろ

が
今
年
の
計
画
は
66
カ
所
中
５
カ
所
。除
草

に
つ
い
て
の
方
針
は
。　

④
総
合
振
興
計
画

の
後
期
計
画
が
２
０
１
１
年
か
ら
始
ま
る
が
、

後
期
計
画
の
中
で
、用
水
路
の
除
草
な
ど
管

理
方
針
は
。当
面
の
除
草
対
策
に
必
要
な
予

算
投
入
を
。考
え
は
。

副
市
長　

①
コ
ス
ト
縮
減
と
市
民
参
加
に
よ

る
維
持
管
理
を
検
討
す
る
。生
態
系
や
河
川

環
境
の
保
全
や
創
造
に
配
慮
し
た
改
修
で
計

画
段
階
か
ら
市
民
と
の
協
働
で
実
施
す
る
。

②
地
域
の
実
情
や
歴
史
・
文
化
を
生
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
、良
好
な
水
辺
環
境
の
保
全
に

取
り
組
む
た
め
の
ま
ち
づ
く
り
の
一
環
と
し

て
市
民
と
行
政
が
連
携
す
る
こ
と
が
必
要
。

建
設
部
長　

③
用
水
路
の
機
能
や
自
然
環
境

の
保
全
、安
全
で
良
好
な
生
活
環
境
の
確
保
、

地
元
の
意
向
に
配
慮
し
て
効
率
的
な
除
草
方

法
の
採
用
お
よ
び
除
草
単
価
の
見
直
し
を
行

い
、地
域
の
実
情
に
応
じ
実
施
し
た
も
の
。

④
環
境
・
農
政
・
雨
水
対
策
な
ど
の
施
策
の

中
で
調
整
を
図
り
、地
域
の
特
性
を
配
慮
し
、

市
民
参
加
に
よ
る
関
係
者
と
の
協
働
を
基
本

に
予
算
確
保
と
適
正
な
維
持
管
理
に
努
め
る
。

◆
広
瀬
地
内
の
道
路
と
用
水
路
の
整
備

　

武
蔵
野
銀
行
狭
山
西
支
店
か
ら
、太
田
マ

タ
ニ
テ
ィ
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
経
て
西
中
学
校
、

つ
つ
じ
野
団
地
３
街
区
に
つ
な
が
る
道
路
と

用
水
路
の
整
備
を
。長
年
の
懸
案
事
項
で
解

決
の
動
き
が
見
え
な
い
。市
と
し
て
の
方
針

は
。特
に
ク
リ
ニ
ッ
ク
か
ら
西
中
学
校
手
前

ま
で
の
道
路
が
狭
く
て
危
険
（
写
真
参
照
）。

道
路
の
南
側
は
用
水
路
の
水
路
敷
で
雑
草
な

ど
が
繁
茂
。周
辺
自
治
会
か
ら
も
整
備
の
要

望
。道
路
南
側
の
一
段
低
い
住
宅
地
に
雨
水

な
ど
で
の
迷
惑
を
か
け
ず
に
、道
路
の
拡
幅

と
整
備
を
一
刻
も
早
く
行
う
よ
う
に
。

建
設
部
長　

現
状
は
水
路
敷
地
の
た
め
、雨

水
処
理
・
道
路
線
形
の
調
整
や
地
権
者
の
同

①
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
応
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
お
け
る
活
動
経
過
と
危
機
管
理
会
議
の

開
設
状
況
は
。職
員
に
対
し
て
も
対
策
に
つ

い
て
周
知
徹
底
さ
れ
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

②
抗
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
薬
が
不
足

す
る
中
で
、予
防
接
種
を
含
め
た
対
策
を
伺

い
ま
す
。　

③
急
患
セ
ン
タ
ー
は
多
く
の
市

民
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
ピ
ー
ク
時
に
は
現
在
以
上
の
対

応
が
必
要
だ
と
考
え
ら
れ
る
が
、何
名
の
医

師
・
看
護
師
が
拡
充
さ
れ
る
か
伺
い
ま
す
。

④
小
さ
な
子
ど
も
は
生
命
を
脅
か
す
危
険
が

考
え
ら
れ
ま
す
が
、迅
速
適
切
な
体
制
は
可

能
な
の
か
。ま
た
、疑

わ
し
い
症
状
な
ど
の

発
熱
電
話
相
談
窓
口

と
し
て
24
時
間
対
応

で
き
る
相
談
体
制
は

可
能
か
伺
い
ま
す
。

⑤
学
校
で
は
集
団
感

染
の
恐
れ
が
あ
り
ま

す
が
、現
在
ま
で
の

発
生
状
況
と
対
策
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

⑥
今
般
の
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
は
高
齢
者
特

有
の
疾
病
を
持
つ
方
に
多
く
感
染
し
て
い
る
。

狭
山
市
は
高
齢
者
密
度
も
高
く
高
齢
者
施
設

も
あ
り
ま
す
が
、集
団
感
染
の
対
応
策
を
伺

い
ま
す
。

市
民
部
長　

①
こ
れ
ま
で
に
危
機
対
策
会
議

を
11
回
開
催
し
、再
流
行
に
備
え
て
い
る
。

職
員
に
は
、庁
議
や
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
で
感

染
防
止
の
周
知
を
図
っ
て
い
る
。

保
健
担
当
部
長　

②
必
要
な
量
の
タ
ミ
フ
ル

が
供
給
さ
れ
る
よ
う
、国
と
県
で
流
通
量
を

調
整
し
て
い
る
。　

③
急
患
セ
ン
タ
ー
の
緊

急
時
の
医
師
、看
護
師
の
増
員
は
、医
師
会

と
協
議
し
、適
切
に
配
置
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。　

④
注
意
喚
起
の
チ
ラ
シ
や
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
、保
健
セ
ン
タ
ー
の
乳
幼
児
健

診
な
ど
で
周
知
し
て
い
く
。相
談
体
制
は
、

保
健
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
保
健
所
や
医
師
会

な
ど
と
連
携
し
対
応
し
、夜
間
は
県
の
子
ど

も
電
話
相
談
や
緊
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
な

ど
が
対
応
し
て
い
る
。　

⑥
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
は
、手
洗
い
、う
が
い
な
ど
の
励
行
を

行
っ
て
い
る
。万
一
集
団
感
染
が
発
生
し
た

場
合
は
、保
健
所
な
ど
と
協
議
し
臨
時
閉
館

な
ど
も
検
討
す
る
。介
護
保
険
施
設
で
も
同

様
の
対
応
を
し
て
い
る
が
、各
施
設
で
マ
ニ

ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
お
り
、情
報
の
共
有
化

を
図
り
な
が
ら
支
援
す
る
と
と
も
に
、保
健

所
な
ど
と
協
議
し
適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

学
校
教
育
部
長　

⑤
９
月
１
日
か
ら
７
日
ま

で
の
欠
席
者
は
、幼
稚
園
２
名
、小
学
校
14

名
で
学
級
閉
鎖
は
１
学
級
。感
染
予
防
対
策

は
、毎
朝
家
庭
で
検
温
し
登
校
す
る
こ
と
、

来
校
者
に
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
の
協
力
依
頼
、

手
洗
い
、う
が
い
の
励
行
な
ど
徹
底
を
図
る
。

意
を
得
て
、一
般
市

道
整
備
計
画
に
位
置

づ
け
整
備
を
検
討
し

た
い
。
ま
た
、
水
路

敷
部
分
の
暫
定
整
備

は
関
係
部
署
と
調
整

を
行
い
、
高
低
差
・

水
路
敷
地
・
交
通
の

安
全
性
な
ど
の
課
題

を
調
整
し
て
、整
備

を
検
討
し
た
い
。

用
水
路
の
整
備
、

西
中
隣
接
道
路
拡
幅

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

対
策
に
つ
い
て

猪　

股　

嘉　

直　

議
員

（
日
本
共
産
党
）

新　

良　

守　

克　

議
員

（
志　

政　

会
）

　拡幅調整が必要な道路と用水路

（ 11 ）


